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　地球環境の変化により、ドングリの豊凶パターンも変化していることが世界中から報告されています。豊凶の周期性や森

の動物、人との関係、地球環境の変化の影響を明らかにするためには、長期のモニタリングが必要となります。この中琉球

ドングリ豊凶調査が北琉球や南琉球とも連携して、年に一度、多くの人と自然を楽しみながら、できれば100年続くものに

なるようにバトンを繋いでいけると良いなと考えています。本調査やイベントにご協力いただいたすべての皆様に感謝申し

上げます。
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終わりに

●兵庫県川西市　森山康浩先生

　環境を「生態系」として捉え、森林は地理・気候・土壌等に、そこに棲む動物は主に食料に影響を受けることから、調査対

象を「ドングリと捕食者」にしたのは適切でした。方法に無理がなく明確な結果が出ています。報告を直後と定期的に公開

し、改善しながら成果と課題を共有し、相互理解を深めていました。調査参加者が意欲と喜びをもって継続している様子が感

想文からも分かります。今回、多様な立場や専門者からの報告や講演に加えて、当日参加者の声もあり、大変有意義な内容で

した。

●奄美野生生物保護センター　糸井朝飛さん

　2024年から調査に参加しています。2024年はシイの実がまったく実らない凶作でしたが、2025年には一転して豊作とな

り、こんなにも実るのかと衝撃を受けました。講演会では他の島の状況も知ることができ、特に徳之島でオキナワウラジロ

ガシとスダジイのダブル凶作が野生動物に大きな影響を与えていた点がとても興味深かったです。奄美大島ではマングース

根絶や森の回復等によりアマミノクロウサギやケナガネズミなどの個体数が回復してきているため、ドングリ調査を通して

生き物の動向を見守り、保全につなげていきたいです。

●やんばる自然体験活動協議会　今泉智子さん

　やんばる自然体験活動協議会では、主催イベントとして2023年から「どんぐり調査隊」を行っています。イベントとして開

催することで、幅広い年齢層の方に気軽に参加していただければいいなと思いながら企画しております。このような調査に一

般の方が参加できる機会はなかなかありません。自分たちが数えたデータが実際の調査に活かされていることが分かるととて

も嬉しくなりますし、蓄積されたデータから分かってくる事実を知ることで、自然との付き合い方を考えるきっかけになった

らうれしいです。




